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１．完成ハイブリッドの電気試験 

  ハイブリッドを、試験用の取り付け治具に固定します。 
１－１ ＤＡＱ 

ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源がオフであることを確認します。 
ハイブリッド用高温槽にハイブリッドにいれて、ケーブルをつなぎ込み

ます。 
ハイブリッド用高温槽の温度を１５度にします。 
ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源を立ち上げます。 
ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち上げます。 
・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせます。 
パネルからＤＣＳ－＞ＬＯＧを選んで、ハイブリッドの温度が、２５度

±３℃以内にあることを確かめます。 
パネルからＣＯＮＦＯＭＡＴＩＯＮ ＳＥＱＥＮＣＥを選んで、データ

をとります。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
１－２ 温度測定 

ＤＡＱ終了後、温度が安定しているところで、パネルからＤＣＳ－＞Ｌ

ＯＧを選んで、ハイブリッドの温度を記録します。 
２．完成ハイブリッドの長時間安定性試験 

ハイブリッド用高温槽にハイブリッドにいれて、ケーブルをつなぎ込み

ます。 
ハイブリッド用高温槽の温度を２５度にします。 
ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源を立ち上げます。 
ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち上げます。 
・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせます。 
パネルからＤＣＳ－＞ＬＯＧを選んで、ハイブリッドの温度が、３７度

±２℃以内にあることを確かめます。 
・ｘ Ｈ＿Ｌｏｎｇ・ｘｐｐを走らせます。 

３．完成ハイブリッドの長時間安定性試験後の電気試験 
１．を繰り返します。 

３－１ ＤＡＱ 
ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源がオフであることを確認します。 
ハイブリッド用高温槽にハイブリッドにいれて、ケーブルをつなぎ込み

ます。 



 

 

ハイブリッド用高温槽の温度を１５度にします。 
ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源を立ち上げます。 
ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち上げます。 
・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせます。 
パネルからＤＣＳ－＞ＬＯＧを選んで、ハイブリッドの温度が、２５度

±３℃以内にあることを確かめます。 
パネルからＣＯＮＦＯＭＡＴＩＯＮ ＳＥＱＥＮＣＥを選んで、データ

をとります。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
３－２ 温度測定 

ＤＡＱ終了後、温度が安定しているところで、パネルからＤＣＳ－＞Ｌ

ＯＧを選んで、ハイブリッドの温度を記録します。 
４．初期モジュール電気試験 

モジュールを、試験用のモジュールボックスに取り付けます。このとき、

フェーシング表面の温度を測るＰＴ１００が装着されていることを確認

して下さい。 
４－１ ＩＶ測定 

ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源がオフであることを確認します。 
モジュールＤＡＱ用高温槽にモジュールにいれて、ケーブルをつなぎ込

みます。 
モジュールＤＡＱ用高温槽の温度を１５度にして、温度が一定になるの

を１時間程度まちます。 
温度の確認は、フェーシング表面の温度を測るＰＴ１００で行います。

確認の仕方は、ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち上げます。 
（・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせてはいけません。） 
・ｘ ＴＥＭＰ＿ＰＴ１００・ｘｐｐ（ＮＲＥＰＥＡＴ）を走らせます。

ＮＲＥＰＥＡＴには、測定回数を入れます。ＮＲＥＰＥＡＴ＝０で、無

限に繰り返します。止めるときは、ＣＮＴＬ Ｃで、強制終了して下さ

い。 
温度が、１５±０．５℃になったら、ＩＶ測定を開始します。 
・ｘ ＩＶ・ｘｐｐ（ＮＭＯＤ）を走らせます。ＮＭＯＤには、測定す

るモジュールの数を入れて下さい。ＮＭＯＤ＝＜６です。自動的に六台

分のＩＶデータが取れます。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 



 

 

４－２ ＤＡＱ 
ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源を立ち上げます。 
ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち上げます。 
・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせます。 
パネルからＤＣＳ－＞ＬＯＧを選んで、モジュールの温度が、３５度以

下にあることを確かめます。 
パネルからＣＯＮＦＯＭＡＴＩＯＮ ＳＥＱＥＮＣＥを選んで、データ

をとります。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
４－３ 温度測定 

ＤＡＱ終了直後、温度が安定しているところで、温度を測定します。 
まず、必ず一度、ＲＯＯＴを降りてください。 
・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせます。 
パネルからＤＣＳ－＞ＬＯＧを選んで、モジュールの温度が、安定して

いることを確かめます。 
・ｘ ＴＥＭＰ・ｘｐｐ（ＮＭＯＤ）を走らせます。ＮＭＯＤには、測

定するモジュールの数を入れて下さい。ＮＭＯＤ＝＜６です。自動的に

六台分のデータが取れます。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち下げます。 
ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源を立ち下げます。 

５．長時間暗電流測定 
モジュール温度サイクル試験用高温槽にモジュールにいれて、ケーブル

をつなぎ込みます。 
モジュール温度サイクル試験用高温槽の温度を１５度にして、温度が一

定になるのを１時間程度まちます。 
温度の確認は、ハイブリッド上のサーミスターの抵抗を測定することで

行います。確認の仕方は、モジュール温度サイクル試験用のＰＣで、Ｒ

ＯＯＴを立ち上げます。 
（・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせてはいけません。） 
・ｘ ＴＥＭＰ＿Ｒ・ｘｐｐ（ＮＲＥＰＥＡＴ）を走らせます。ＮＲＥ

ＰＥＡＴには、測定回数を入れます。ＮＲＥＰＥＡＴ＝０で、無限に繰

り返します。止めるときは、ＣＮＴＬ Ｃで、強制終了して下さい。 
温度が、１５±１℃になったら、長時間暗電流測定を開始します。 



 

 

ＨＶ電源で１５０Ｖを印加します。 
・ｘ ＩＳＴＡ・ｘｐｐ（ＮＭＯＤ）を走らせます。ＮＭＯＤには、測

定するモジュールの数を入れて下さい。ＮＭＯＤ＝＜６です。自動的に

六台分のデータが取れます。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
６．温度サイクル試験 

引き続いて、モジュール温度サイクル試験用高温槽にモジュールにいれ

たままで、温度サイクル試験をおこないます。 
温度を記録しておくために、・ｘ ＴＥＭＰ＿Ｒ・ｘｐｐ（ＮＲＥＰＥＡ

Ｔ＝０）を走らせます。止めるときは、ＣＮＴＬ Ｃで、強制終了して

下さい。 
モジュール温度サイクル試験用高温槽の温度サイクルプログラムが、最

低温が－３０度、最高温が＋５０度、変化に要する時間が３０分、保持

時間が１時間であることを確認して走らせて下さい。 
７．温度サイクルテスト後のモジュール電気試験 

４．を繰り返します。 
７－１ ＩＶ測定 

ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源がオフであることを確認します。 
モジュールＤＡＱ用高温槽にモジュールにいれて、ケーブルをつなぎ込

みます。 
モジュールＤＡＱ用高温槽の温度を１５度にして、温度が一定になるの

を１時間程度まちます。 
温度の確認は、フェーシング表面の温度を測るＰＴ１００で行います。

確認の仕方は、ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち上げます。 
（・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせてはいけません。） 
・ｘ ＴＥＭＰ＿ＰＴ１００・ｘｐｐ（ＮＲＥＰＥＡＴ）を走らせます。

ＮＲＥＰＥＡＴには、測定回数を入れます。ＮＲＥＰＥＡＴ＝０で、無

限に繰り返します。止めるときは、ＣＮＴＬ Ｃで、強制終了して下さ

い。 
温度が、１５±０．５℃になったら、ＩＶ測定を開始します。 
・ｘ ＩＶ・ｘｐｐ（ＮＭＯＤ）を走らせます。ＮＭＯＤには、測定す

るモジュールの数を入れて下さい。ＮＭＯＤ＝＜６です。自動的に六台

分のＩＶデータが取れます。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 



 

 

７－２ ＤＡＱ 
ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源を立ち上げます。 
ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち上げます。 
・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせます。 
パネルからＤＣＳ－＞ＬＯＧを選んで、モジュールの温度が、３５度以

下にあることを確かめます。 
パネルからＣＯＮＦＯＭＡＴＩＯＮ ＳＥＱＥＮＣＥを選んで、データ

をとります。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
７－３ 温度測定 

ＤＡＱ終了直後、温度が安定しているところで、温度を測定します。 
まず、必ず一度、ＲＯＯＴを降りてください。 
・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせます。 
パネルからＤＣＳ－＞ＬＯＧを選んで、モジュールの温度が、安定して

いることを確かめます。 
・ｘ ＴＥＭＰ・ｘｐｐ（ＮＭＯＤ）を走らせます。ＮＭＯＤには、測

定するモジュールの数を入れて下さい。ＮＭＯＤ＝＜６です。自動的に

六台分のデータが取れます。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
８．長時間安定性試験 

引き続き、長時間安定性試験を行います。 
・ｘ ＬＴ・ｘｐｐ（ＮＭＯＤ）を走らせます。ＮＭＯＤには、測定す

るモジュールの数を入れて下さい。ＮＭＯＤ＝＜６です。自動的に六台

分のデータが取れます。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
９．長時間安定性試験後のモジュール電気試験 

４．を繰り返します。 
９－１ ＩＶ測定 

ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源がオフにします。 
モジュールＤＡＱ用高温槽の温度を１５度にして、温度が一定になるの

を１時間程度まちます。 
温度の確認は、フェーシング表面の温度を測るＰＴ１００で行います。

確認の仕方は、ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち上げます。 



 

 

（・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせてはいけません。） 
・ｘ ＴＥＭＰ＿ＰＴ１００・ｘｐｐ（ＮＲＥＰＥＡＴ）を走らせます。

ＮＲＥＰＥＡＴには、測定回数を入れます。ＮＲＥＰＥＡＴ＝０で、無

限に繰り返します。止めるときは、ＣＮＴＬ Ｃで、強制終了して下さ

い。 
温度が、１５±０．５℃になったら、ＩＶ測定を開始します。 
・ｘ ＩＶ・ｘｐｐ（ＮＭＯＤ）を走らせます。ＮＭＯＤには、測定す

るモジュールの数を入れて下さい。ＮＭＯＤ＝＜６です。自動的に六台

分のＩＶデータが取れます。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
９－２ ＤＡＱ 

ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源を立ち上げます。 
ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち上げます。 
・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせます。 
パネルからＤＣＳ－＞ＬＯＧを選んで、モジュールの温度が、３５度以

下にあることを確かめます。 
パネルからＣＯＮＦＯＭＡＴＩＯＮ ＳＥＱＥＮＣＥを選んで、データ

をとります。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
９－３ 温度測定 

ＤＡＱ終了直後、温度が安定しているところで、温度を測定します。 
まず、必ず一度、ＲＯＯＴを降りてください。 
・ｘ ＳＴ・ｘｐｐを走らせます。 
パネルからＤＣＳ－＞ＬＯＧを選んで、モジュールの温度が、安定して

いることを確かめます。 
・ｘ ＴＥＭＰ・ｘｐｐ（ＮＭＯＤ）を走らせます。ＮＭＯＤには、測

定するモジュールの数を入れて下さい。ＮＭＯＤ＝＜６です。自動的に

六台分のデータが取れます。 
測定の合否が出るので、不合格となった場合は、速やかに当日の監督の

人に連絡をとって下さい。 
ＤＡＱ用のＰＣで、ＲＯＯＴを立ち下げます。 
ＤＡＱ用のＶＭＥクレートの電源を立ち下げます。 

 


